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週：N=8）、亜鉛(1-10 µM）、マグネシウム(1-10 mM）、亜鉛(1-10 µM）＋マグネシウム(5-20 mM）混
合液を添加した生理食塩水にて incubation した際に発生したスーパーオキサイド総量（N=3）を測
定した。細胞を用いない系としてヒポキサンチンにキサンチンオキシダーゼを加えてスーパーオキ
サイドを産生させ、亜鉛(1-10 µM)、マグネシウム(5-20 mM）溶液を添加し検討を行った。 
 7-8 週 Wistar/ST ラットに Lipopolysaccharide(LPS）を腹腔内投与(6.25 mg/kg、3 時間間隔で 2 回
投与）した腹膜炎動物モデルを調製し、生理食塩水(N=20）、亜鉛(5 µM)＋マグネシウム(5 mM)混
合液（N=15）、亜鉛（5 µM; N=11）、マグネシウム（5 mM; N=10）を腹腔内投与（3 時間間隔で 2 回
投与）し、初回投与から 24 時間後の生存率を比較した。ヒト羊水、金属イオンの相対的スーパーオ
キサイド抑制能は Welch’s t-test、亜鉛＋マグネシウム混合液の相乗作用は post-hoc test、動物実









 ラット腹膜炎モデルにおいて、生理食塩水投与群、亜鉛(5 µM）投与群、マグネシウム(5 mM)投





























 本研究より申請者は以下の結果を得た。（1）亜鉛(1-10 µM）、マグネシウム(5-20 mM）は、 2 種
類のヒト好中球からのスーパーオキサイド産生を濃度依存的に有意に抑制した。（2）亜鉛(1-10 
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